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(6) 市民協働の効果（目的）と留意点 

市民協働の効果（目的）は、簡潔にいえば「市民サービスの向上」

と「市民主体のまちづくりの実現」の２点です（12 ページ参照）が、こ

こでは市民団体等・市（行政）それぞれの目線から市民協働の効果

（目的）と協働時の留意点をまとめておきたいと思います。 

 効果（目的） 協働時の留意点 

◇ 市民目線のまちづくりが実現できる。 

◇ 行政の社会的信用を活用できる。 

（「市も応援している取り組み」等の

ように、対外的な説明がしやすくな

ります。） 

◆ いわゆる「行政

の下請け化」

（※）に陥らない

こと。 

※ 市民団体等が公的

資金等に依存し自

立性を失うこと。

行政目線では、協

働事業を安易なコ

ストカットの手法

とみなすこと。 

◇ 市民団体等が提供するサービスによ

り、市民のニーズにきめ細かく機敏

に対応できる。 

◇ 行政職員が市民目線を共有すること

で、地域の課題や事情を改めて認識

し直す契機となり、執務知識を広げ

られる。 

◆ 必要に応じて、

素早く部局の横

断的な連携を図

ること。 

◆ 個別ニーズ（特

定の地域や市

民）等への柔軟

な視点を持つこ

と。 

これらの効果と留意点を共有しつつ、同じ目的に向かって取り組み

ながら、双方がパートナーとしての関係を築いていくことが、地域社

会の様々なニーズを解決していく力を育むことにつながります。 
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３ これからの地域社会を見据えて 

市民協働は全国で様々な試みが行われていますが、今のところ、これが

正解というプロセスはありません。 

今後、地域社会が求めるサービスを行政単独で増やし続けることはでき

なくなる時代にあっても、明るい将来展望を持って、まちづくりを進めて

いくために、本書を通じて市民協働という選択肢があることをお知りいた

だければ幸いです。 

行動を起こすきっかけはどこにでもあります。本書でもご紹介している

ように、ボランティアの方々は、小さなきっかけを大切にして、やりたい

ことをやれる範囲で始められています。 

“わたしたちのまち”清須市をよりよい地域にしていくため、できるこ

とから一緒に取り組んでみませんか。 

 

 

 


